Education has become more and more important in Japanese institutes of higher education. Under such circumstances, societies of the study of frontiers in education have been held since the first society at September 20, 2002. The valuable 158 presentations have been carried out during 11 societies till March, 2006. These presentations are classified according to the topics of subjects. The topics are the improvement of education methods, IT aided education, cooperation with elementary school, junior high school, high school and companies, hands-on training (manufacturing), JABEE and others. Some distinct presentations are summarized. キーワード：教育フロンティア，IT 支援教育，ものづくり教育，JABEE，高大連携，教育方法改善 Keywords：frontiers of education, IT aided education, hands-on training, JABEE, cooperation between high school and universities, improvement of education methods 1. はじめに 日本の高等教育機関においては，これまで研究に比重が 大きく置かれ，各教員が行っている教育方法の工夫やその 成果，高等教育機関が組織的に行っている教育改革などに 関しては大きい関心が払われてこなかった。 近年，日本技術者教育認定機構(JABEE)による高等教 育プログラムの認定，教育のグローバリゼーション，ウェ ブを使った授業の単位認定，高大連携プログラムの構築， 学問領域の拡大に伴う電気関係学科での教育のあり方の変 化，継続教育等，高等教育に関して解決・対処・改革すべ き多くの問題があり，教育の重要度が増している。見方を 変えれば，社会の高等教育への期待がますます高まってい ると言える。 このような状況の下，電気学会に教育フロンティア研究 会が設けられ，2002 年 9 月 20 日に第 1 回目の教育フロンテ ィア研究会が熊本大学で開催された。その後，新潟大学， 徳島大学，佐賀大学，岡山大学，千葉大学，熊本大学，山 形大学，名古屋大学，福岡工業大学，東北大学で行われ， 11 回の研究会を行った。その間に，教育に関する貴重な 158 件の発表が行われた。 ここでは，日本の高等教育機関での教育に関する最近の 取り組み状況を示すため、教育フロンティア研究会での発 表内容をまとめた。 2. 教育フロンティア研究会の活動 高等教育機関における教育への比重が高くなるととも に，電気関係教育に関する各高等教育機関の取り組みを公 開し，意見交換する場を設けることが教育の更なる改善の ために重要となってきた。このような状況の下，電気学会 基礎・材料・共通(A)部門にある教育・研究技術委員会の 主要な活動として，教育フロンティア研究会(従来の教育・ 研究研究会の名称変更と活性化のため)が設置され，2002 年 9 月 20 日に第 1 回目の研究会が開催された。その後，年 3 回のペースで，2006 年 3 月末までに 10 大学で 11 回の研 究会が開催された。研究会では，主として最新の教育事例 の紹介がなされ，各高等教育機関の教育への熱心な取り組 みに関する情報交換の結果，教育の質の向上が図られた。 教育フロンティア研究会でこれまでに発表された 158 件 の論文を，最近注目されているトピックスごとにまとめた のが，図 1 である。トピックスとしては，教育方法の改善， IT(Information Technology)支援教育，小中高大及び企業と の連携，ものづくり・創成教育，JABEE 関係に分け，その 他には教育評価と FD (Faculty Development)を入れた。縦軸 ＊ 熊本大学大学院自然科学研究科

